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公式ルール＆審判テキストブック 

新旧対照表 鹿児島県ドッジボール協会 

2017 年 4 月 1 日 
【旧】2015-2016 年度版 【新】2017-2018 年度版 説 明

【34p】 

④2 名以上のプレイヤー---が続けて当てられた後、ボールがコート等に接

するか、またはコート等に接する前に相手のプレイヤーがファールするこ

【34p】 

④2 名以上のプレイヤーが続けて当てられた後、ボールがコート等に接する

か、またはコート等に接する前に相手のプレイヤーがファールすることな

１文字削除

【79p】 

1)外野プレイヤーが 1 名の場合（ただし、競技規則第 816 条 2）を除く）。

2)外野エリアにて再度プレイに参加した場合（故意、偶然にかかわらずボール

に触れたときも含む。ただし、最後の内野プレイヤーをアウトにし、試合終

了が確定した場合を除く）。

3)そのまま外野エリアに居続けた場合。

①作戦上、内野に戻らない場合。

②アウトが確定したにもかかわらず、速やかに内野に移動する行動を起こ

さない場合。

【79p】 

アウト判定後、外野プレイヤーが内野に復帰できない条件 

1)外野プレイヤーが 1 名の場合（ただし、競技規則第 816 条 2）を除く）。

2)外野エリアにて再度プレイに参加した場合（故意、偶然にかかわらずボール

に触れたときも含む。ただし、最後の内野プレイヤーをアウトにし、試合終

了が確定した場合を除く）。

※ここでいう「ボールに触れたとき」には外野プレイヤーが自ら投球したノー

バウンドのボールが相手内野プレイヤーに直接当たった後、コート等に接す

る前（アウト判定前）に、再度その外野プレイヤーが「ボールに触れたとき」

の意も含むものとする。

3)そのまま外野エリアに居続けた場合。

①作戦上、内野に戻らない場合。

②アウト判定にもかかわらず、速やかに内野に移動する行動を起こさない

場合。

追加

追加

変更

【80p】 

2)唯一の外野プレイヤーが相手内野プレイヤーをアウトにし、誤って内野に復

帰した場合は、当該プレイヤーを再度外野に戻し試合を続行する。この場合

当該プレイヤーに「警告」を与えるものとし、「不完全となったチーム」の対

象とはしない。

【80p】 

2)唯一の外野プレイヤーが相手内野プレイヤーをアウトにし、内野復帰権を行

使した場合(外野エリアを出た時点)、当該プレイヤーを再度外野に戻し試合

を続行する。この場合当該プレイヤーに「警告」を与えるものとする（試合

終了後も含む）

変更
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 【83p】 

競技規則・第８０９条④の解釈について 

相手チームのプレイヤーが投球したノーバウンドのボールに対し、競技規則・

第９０６条以外でボールに触れた瞬間に確定するファールは、その触れた後の

ボールが直接コート等に接した場合のみアウトを優先する。 

 

追加 

【90p】 

ダブルタッチ 

原則としてアウトになった内野プレイヤーは、その時点より内野プレイヤーでは

なくなる。したがって、アウトになった内野プレイヤーがアウトコール後、自エ

リア内で自ら（故意もしくは意図的に）再びボールに触れてはならない。しかし、

内野プレイヤーが相手のプレイヤーの投球したノーバウンドのボールをキャッチ

【90p】 

ダブルタッチ 

原則としてアウトになった内野プレイヤーは、その時点より内野プレイヤーでは

なくなる。したがって、アウトになった内野プレイヤーがアウトコール後、自エ

リア内で自ら（故意もしくは意図的に）再びボールに触れてはならない。しかし、

内野プレイヤーが相手プレイヤーの投球したノーバウンドのボールをキャッチで

 

 

 

 

 

1 文字削除 

 【98p】 

3)競技規則・第９１９条 3)については、状況により試合終了後においても適

用される場合がある。 

 

追加 

 【119p】 

  頭部付近にボールが当たった場合（最終判定がヘッドアタックに 

至ったとき） 

 

追加 

【130p】 

１８．「複数セット試合」のセットカウント報告について 

【手順】 

① 主審のスコア報告を受け、スコアを確認したコートマスターは、監督に

確認する。 

【130p】 

１８．「複数セット試合」のセットカウント報告について 

【手順】 

① コートマスターは、主審の人数確認を受けた後、監督に確認する。 

 

 

 

 

変更 

 


